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と書ける｡ここで e は電荷を表し､Px､P!′と pxLlpyはそれぞれ垂心と相対
運動の運動量のx､y成分である｡pzeと pzhは電子と正孔の運動量のZ成分､
meは伝導電子の有効質量､m土は重い正孔 (り または軽い正孔(-)の有効質量､




















+ (1 - - )e-r/a
eo
r =lp2+ (ze- zh)2]1''2
p2=x2+y2
(3)




Ⅹ-y面内においては並進対称性のため Px と Py は保存量である｡従って Px
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=も 2/moe之 は真空中における Bohr半径で､moは自由電子の質量である｡
計算結果は図1に示されている｡図1(a)と (b)はそれぞれ重い正孔と軽い正孔
をもつ励起子について､基底状態の結合エネルギーが量子井戸の幅にどのように依存
するかを示している｡破線は誘電関数を定数 8°とした場合､実線は空間分散を持
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図1 (a)重い正孔をもつ励起子､ (b)軽い正孔をもつ励起子の量子井戸
における結合エネルギー｡Lは井戸幅である｡破線は誘電関数を定数
C｡とした場合､実線は空間分散を持つ誘電関数8(r)の場合を表す｡
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量子井戸中における励起子の結合エネ/レギー
っ場合を表す｡図 1から､幅の狭い (しく30A)量子井戸において､空間分散をも
つ誘電関数は結合エネルギーを強める効果をもつことが分かる｡このことは次のよう
に理解できる｡水素原子横糸を3次元的なものから2次元的なものへ近づけるにつれ
て Bohr半径は減少し､このため我々の理論の範囲内では遮蔽効果の減少をもたらす｡
従って電子正孔間の相互作用は強くなり結合エネルギーが増大する事になる｡あるい
は GaAs層の幅を増やすと励起子の波動関数は広がり､その結果空間分散をもつ誘電
関数の影響は弱まる｡同様な結果は量子井戸中における不純物に対しても兄い出され
ている｡
幅の狭い量子井戸においては GaAsと Gal_XAl,:Asの界面における有効質量と誘電
関数のキスマッチ､有限障壁ポテンシャル等の影響は重要であるので､これらの効果
を取り入れてみることも興味深い課蓮であると思われる｡
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